
確定値

死　亡 死傷者 死　亡 死傷者 増減数 増減率

5 376 4 358 18 5.0%
01 1 102 2 102 0 0.0%

0 23 1 22 1 4.5%
0 0 0 0 0 ±0.0%
0 1 0 1 0 0.0%
0 10 0 9 1 11.1%
0 1 0 5 -4 -80.0%
0 0 0 3 -3 -100.0%
0 0 0 0 0 ±0.0%
0 15 0 13 2 15.4%
1 8 0 7 1 14.3%
0 2 0 1 1 100.0%
0 2 0 1 1 100.0%
0 13 1 13 0 0.0%
0 4 0 0 4 ＋∞%
0 3 0 7 -4 -57.1%
0 7 0 5 2 40.0%
0 0 0 1 -1 -100.0%
0 13 0 14 -1 -7.1%

02 0 1 0 0 1 ＋∞%
03 3 66 1 52 14 26.9%

1 17 1 14 3 21.4%
0 31 0 25 6 24.0%
2 18 0 13 5 38.5%

04 1 44 0 36 8 22.2%
0 0 0 1 -1 -100.0%
0 5 0 3 2 66.7%
1 39 0 32 7 21.9%
0 0 0 0 0 ±0.0%

05 0 3 0 6 -3 -50.0%
06 0 5 0 9 -4 -44.4%
07 0 0 0 0 0 ±0.0%

0 155 1 153 2 1.3%

08 0 58 0 50 8 16.0%
0 44 0 42 2 4.8%

09 0 1 0 3 -2 -66.7%

10 0 1 0 0 1 ＋∞%

11 0 9 0 9 0 0.0%

12 0 3 0 2 1 50.0%

13 0 39 0 28 11 39.3%
0 34 0 21 13 61.9%

14 0 18 1 30 -12 -40.0%
0 4 0 12 -8 -66.7%

15 0 16 0 18 -2 -11.1%
16 0 0 0 0 0 ±0.0%
17 0 10 0 13 -3 -23.1%

死　亡 死傷者 死　亡 死傷者 増減数 増減率

0 0 0 0 0 ±0.0%
0 0 0 0 0 ±0.0%
0 0 0 0 0 ±0.0%

0 76 0 85 -9 -10.6%

0 19 0 20 -1 -5.0%
※本統計は、休業４日以上の労働者死傷病報告による。

13保健衛生業のうち、社会福祉施設

14 接 客 娯 楽 業 の う ち 、 飲 食 店

（ 1 月 1 日 か ら 12 月 末 日 の 間 の 発 生 件 数 ）

令 和 2 年 労 働 災 害 発 生 状 況

全 産 業 合 計

いわき労働基準監督署
年別 令和2年 令和1年 対 前 年 比

業種別

電 気 機 械 器 具 製 造 業

製 造 業 小 計

食 料 品 製 造 業

繊 維 工 業

繊 維 製 品 製 造 業

木 材 ・ 木 製 品 製 造 業

家 具 ・ 装 備 品 製 造 業

パ ル プ ・ 紙 ・ 加 工 品 製 造 業

印 刷 製 本 業

化 学 工 業

窯 業 ・ 土 石 製 品 製 造 業

鉄 鋼 業

非 鉄 金 属 製 造 業

金 属 製 品 製 造 業

一 般 機 械 器 具 製 造 業

輸 送 用 機 械 器 具 製 造 業

電 気 ・ ガ ス ・ 水 道 業

そ の 他 の 製 造 業

鉱 業 小 計

令和2年 令和1年 対 前 年 比

農 林 業

畜 産 ・ 水 産 業

上 記 以 外 の 第 三 次 産 業 小 計

商 業

金 融 広 告 業

映 画 ・ 演 劇 業

通 信 業

教 育 ・ 研 究 業

保 健 衛 生 業

接 客 娯 楽 業

清 掃 ・ と 畜 業

官 公 署

そ の 他 の 事 業

貨 物 取 扱 業

建 設 業 小 計

土 木 工 事 業

全産業のうち

上記のうち下記の作業・工事、「事故の型」

建 築 工 事 業

そ の 他 の 建 設 業

運 輸 交 通 業 小 計

鉄 道 ・ 軌 道 ・ 水 運 ・ 航 空 業

道 路 旅 客 運 送 業

道 路 貨 物 運 送 業

上 記 以 外 の 運 輸 交 通 業

08 商 業 の う ち 、 小 売 業

全産業のうち

「転倒」災害

「交通事故（道路）」災害

東日本大震災の復旧・復興工事

除染作業中

除染以外の復旧・復興工事



発生
年月 業種 災害発生状況 原因・対策 略図（参考図）

出典図：職場の安全サイト
被災
程度

令和
２年
12月

建設業 ホッパー下部に堆積して
いる微粉炭をバキューム
ホースで吸い出す作業中、
被災者はマンホールから縄
梯子を使用してホッパー内
部に下りたところ、微粉炭
に頭まで埋没した。

微粉炭に墜落し蟻地
獄状態となった。墜落
（埋没）防止措置を講
じていなかった。
墜落制止用器具（安

全帯）を着用すること。
作業開始前にホッ

パー内のリスク（埋没
の危険等）を洗い出し、
全員で共有すること。

死亡

令和
２年
12月

運送業 深夜２時ごろ、新潟県内
の県道を走行中、運行経路
を間違い、袋小路に侵入し
たため車両を後退させたと
ころ、後部がガードレール
に接触した。状況を確認す
るため車両から降りた際に、
道路脇を流れる川に転落し
た。

周囲に外灯等明かり
がなく、足元の状況が
確認できない状態で運
転席から降りた箇所が
道路の際だった。
運転席から降りると

きは周囲を確認し、三
点支持を確保して降り
ること。

死亡

令和
３年
１月

農業 トマト栽培用ハウス内で、
二酸化炭素ガス供給用のボ
イラーが不具合により不完
全燃焼を起こし、ハウス内
の一酸化炭素濃度が上昇し
たため、ハウス内の労働者
が一酸化炭素中毒となった。

ボイラーの点検整備
を行っていなかったた
め、不具合が発生し、
不完全燃焼が起こった。
法令に基づく点検、

補修を実施すること。
ハウス内の有害ガス

の検知器及び警報装置
を設置すること。

重大
災害
(５名
被災）

令和
３年
１月

建設業 当日の作業が終了し、工
事現場から事業場事務所に
帰るため、社用車に乗り、
夕方出発した。磐越道を走
行していたところ、一般車
両が横向きに停止していた
ため、よけきれず追突した。

停止車両があったも
のの前方不注意があっ
た。
交通労働災害防止の

ためのガイドラインを
遵守すること。
ヘッドライトのハイ

ビームを活用すること。

重大
災害
(３名
被災）

令和
３年
１月

建設業 キルン内部に付着したク
リンカの除去作業において、
除去したクリンカのガラを
ロータリーキルン端部へ運
搬する作業を行っていた被
災者がロータリーキルンエ
ンド側にある約３m下の
プールに浮かんでいる状態
で発見された。キルンエン
ドから墜落したとみられる。

墜落・転落防止措置
が講じられていなかっ
た。墜落制止用器具
（安全帯）を取り付け
る親綱がなく、着用も
していなかった。
危険箇所を立入禁止

とし、監視人を配置す
ること。親綱を設け、
墜落制止用器具（安全
帯）を着用すること。

死亡

死亡等災害事例


